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（１）

愛知県中央メーデー（名城公園）

２００１年５月１５日

昨
年
末
結
成
。
初
め
て
分
会

と
し
て
、
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し

た
全
港
湾
名
古
屋
支
部
共
同
組

分
会
。
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
ば
か

り
の
組
合
で
す
。
一
二
名
中
、

一
〇
名
が
、
派
遣
労
働
者
で
し

た
。
こ
の
春
闘
で
正
社
員
化
を

求
め
て
た
た
か
い
、
全
員
正
社

員
を
か
ち
と
り
ま
し
た
。
メ
ー

デ
ー
に
は
全
員
で
参
加
。
会
社

と
馴
れ
あ
う
運
輸
労
連
を
脱
退

し
て
結
成
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
た
分
会
長
の
地
主
幸
吉
さ

ん
は
、
「
連
合
の
メ
ー
デ
ー

は
、
歌
謡
シ
ョ
ー
。
こ
う
ゆ
う

メ
ー
デ
ー
は
始
め
て
。
労
働
者

の
連
帯
感
じ
る
」

愛 労 連

憲憲法法とと平平和和をを守守ろろうう
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働働くくルルーールルのの確確立立をを

職
場
の
実
態
や
要
求
、
国
政

に
つ
い
て
、
メ
ー
デ
ー
に
参
加

し
て
な
ど
感
想
な
ど
、
聞
き
ま

し
た
。

●
な
ば
り
正
博
さ
ん
（
男
性
・

３２
歳
、
医
労
連
・
尾
張
建
友

会
、
一
宮
地
域
）

組
合
歴
と
し
て
は
、
七
年
弱

で
す
が
、
五
月
一
日
に
メ
ー
デ

ー
を
開
催
す
る
意
義
が
年
々
薄

れ
て
い
く
中
、
新
世
紀
最
初
の

メ
ー
デ
に
参
加
し
て
、
他
の
労

組
、
団
体
と
一
同
に
確
認
し
あ

い
、
新
た
め
て
組
合
に
入
っ
て

良
か
っ
た
感
じ
た
。

労
働
条
件
改
善
と
労
働
争
議

の
勝
利
解
決
を
め
ざ
し
と
も
に

頑
張
ろ
う
。

●
Ｎ
さ
ん
（
男
性
・
２３
歳
、
医

労
連
・
尾
張
健
友
会
、
一
宮
地

域
）私

の
働
い
て
い
る
介
護
保
険

病
棟
（
す
ず
ら
ん
）
は
介
護
度

が
四
〜
五
度
中
心
で
四
六
床
だ

が
、
待
期
者
が
何
十
人
と
お

り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

老
人
保
健
施
設
、
療
養
型
病
床

群
の
施
設
不
足
を
痛
感
し
て
い

る
。
も
っ
と
施
設
が
必
要
だ
。

●
青
木
利
成
さ
ん
（
男
性
・
４７

歳
、愛
高
教
、東
三
河
地
域
）

愛
知
県
職
の
給
与
カ
ッ
ト

は
、
三
年
目
を
迎
え
た
。
県
側

は
財
政
状
況
や
責
任
を
ハ
ッ
キ

リ
さ
せ
な
い
ま
ま
ズ
ル
ズ
ル
と

カ
ッ
ト
を
続
け
て
き
た
。
そ
の

影
響
は
他
の
市
町
村
に
及
び
始

め
た
。
働
く
人
た
ち
、
国
民
の

多
く
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

今
の
政
府
与
党
に
国
民
を
救
う

政
策
は
な
い
。

私
た
ち
が
し
っ
か
り
と
国
政

に
も
の
申
し
、
本
当
に
国
民
の

た
め
の
政
府
を
つ
く
る
た
め
に

力
を
尽
く
し
た
い
。

●
Ｈ
さ
ん
（
男
性
・
４１
歳
、
豊

橋
市
職
労
、
東
三
河
地
域
）

小
泉
政
権
は
改
革
を
断
行
す

る
と
言
っ
て
い
る
が
、
国
民
の

た
め
に
な
る
こ
と
、
消
費
税
の

引
き
下
げ
な
ど
、
ど
し
ど
し
や

っ
て
も
ら
い
た
い
。

●
Ａ
さ
ん
（
男
性
・
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ

組
合
員
・
安
城
地
域
）

五
月
一
日
に
、
こ
う
い
う
企

画
が
少
な
く
な
る
の
は
残
念

だ
。
毎
年
こ
こ
に
来
る
楽
し
み

は
懐
か
し
い
労
働
歌
を
聞
き
、

み
ん
な
と
一
緒
に
歌
え
る
こ
と

だ
。
こ
う
い
う
こ
と
は
若
い
者

に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
ね
。

●
松
野
祥
子
さ
ん
（
女
性
・
春

日
井
市
職
労
現
業
・
尾
中
地

域
）連

休
の
な
か
日
だ
っ
た
け
ど

労
働
者
の
祭
典
と
言
う
こ
と
も

あ
り
、
参
加
者
も
多
く
、
か
な

り
盛
り
上
が
っ
た
。
一
ヶ
月
前

か
ら
と
り
か
か
っ
た
「
民
間
委

託
反
対
」
を
訴
え
た
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
「
ハ
ム
タ
ロ
ー
」
が
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で

特
別
賞
に
輝
き
嬉
し
か
っ
た
。

デ
モ
は
元
気
な
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
で
労
働
者
の
団
結
の
力
強

さ
を
感
じ
た
。

参
加
者
の
声

一宮地域メーデ

安城地域メーデ

愛労連評議員会の開催について

�日時 ６月８日�１８時３０分
�場所 労働会館東館２Ｆホール
�内容 大会議案にむけて

二
〇
世
紀
の
労
働
者
の
た
た

か
う
伝
統
を
受
け
継
い
だ
第
七

二
回
メ
ー
デ
ー
は
、
愛
知
県
下

七
カ
所
で
一
万
二
〇
〇
〇
人
が

参
加
し
開
か
れ
ま
し
た
。

一
万
人
以
上
が
参
加
し
た
愛

知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
の
会
場
、

緑
映
え
る
名
城
公
園
（
名
古
屋

市
北
区
）
に
は
、
「
小
泉
内
閣

は
憲
法
九
条
を
守
れ
」
、
「
公

務
員
制
度
改
悪
反
対
」
、
「
リ

ス
ト
ラ
・
合
理
化
反
対
」
、

「
看
護
婦
を
増
や
せ
！
」
「
税

金
の
ム
ダ
使
い
ヤ
メ
ヨ
」
の
プ

ラ
カ
ー
ド
、
横
断
幕
、
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
、
色
鮮
や
か
な
組

合
旗
・
団
体
旗
と
と
も
に
林
立

し
、
働
く
も
の
の
祭
典
ら
し
い

雰
囲
気
が
、
会
場
い
っ
ぱ
い
包

み
ま
し
た
。

愛
労
連
阿
部
精
六
議
長
は
、

「
大
企
業
の
横
暴
、
国
や
地
方

の
悪
政
へ
の
批
判
を
強
め
、
要

求
の
前
進
、
国
民
が
主
人
公
の

政
治
へ
の
実
現
へ
、
運
動
を
前

進
さ
せ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

市
内
三
ヶ
所
に
別
れ
て
デ
モ
行

進
し
ま
し
た
。

参
議
院
選
挙
で
悪
政
変
え
る
ぞ
�

尾中地域メーデ

尾北地域メーデ

尾東地域メーデ

東三河地域メーデ

第９６号

各各
地地
域域
メメ
ーー
デデ
ーー

西
三
河
メ
ー
デ
ー
前
夜

祭
は
四
月
二
七
日
、
知
立

中
央
公
民
館
で
開
れ
一
三

〇
名
が
集
い
、
歌
と
寸
劇

と
決
意
表
明
で
楽
し
く
い

き
高
い
一
夜
を
を
過
ご
し

ま
し
た
。

尾
東
メ
ー
デ
ー
は
瀬
戸

市
宮
川
モ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
た
た
か
う
労
働

組
合
の
伝
統
を
守
り
権

利
、
労
働
条
件
を
発
展
さ

せ
て
い
く
二
一
世
紀
メ
ー

デ
ー
を
力
強
く
宣
言
。

メ
ー
デ
ー
宣
言
に
基
づ

い
て
午
後
か
ら
自
治
体
、

労
基
署
へ
要
請
。
始
め
て

要
請
行
動
に
参
加
し
た
女

性
は
、
「
自
治
体
ご
と
の

考
え
方
、
施
政
方
針
が
聞

け
て
良
か
っ
た
」
と
疲
れ

が
吹
っ
飛
ぶ
声
を
寄
せ
ま

し
た
。
労
基
署
で
は
、
サ

ー
ビ
ス
残
業
問
題
を
中
心

に
要
請
。
法
違
反
で
あ
る

サ
ー
ビ
ス
残
業
に
つ
い
て

根
絶
に
向
け
る
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。

尾
北
メ
ー
デ
ー
で
あ
い

さ
つ
し
た
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
内
田

油
圧
労
組
は
、
「
き
び
し

い
会
社
の
リ
ス
ト
ラ
・
合

理
化
に
反
対
し
、
た
た
か

い
ぬ
く
」
決
意
を
表
明
。

会
場
で
は
チ
ラ
シ
に
メ
ー

デ
ー
ク
イ
ズ
を
掲
載
。
抽

選
し
ま
し
た
。

１１２２，，００００００人人
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参議院選挙が焦点に

２００１年５月１５日

ダ
メ

運
動
が
実
る

サ
ー
ビ
ス
残
業

積
極
的
活
用
を
！

「
た
だ
働
き
・
サ
ー
ビ
ス
残
業

を
な
く
せ
」
の
全
労
連
の
運
動

で
、
厚
生
労
働
省
は
都
道
府
県
労

働
局
長
あ
て
に
、
通
達
「
労
働
時

間
の
適
切
な
把
握
の
た
め
に
使
用

者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
基

準
に
つ
い
て
」
を
出
し
ま
し
た
。

■
会
社
側
の
責
任
を
明
確
化

「
使
用
者
は
労
働
時
間
を
適
正

に
つ
か
み
管
理
す
る
責
務
が
あ

る
」
と
使
用
者
責
任
を
明
確
に

し
、
「
残
業
時
間
の
記
録
」
を
義

務
づ
け
。

■
残
業
の
確
認
方
法

残
業
の
確
認
は
、
�
会
社
側
が

確
認
す
る
�
タ
イ
ム
カ
ー
ド
、
パ

ソ
コ
ン
入
力
等
を
使
い
記
録
す
る

方
法
の
二
通
り
を
明
記
。
自
主
申

告
も
不
利
益
に
な
ら
な
い
と
。

■
残
業
記
録
の
三
年
間
保
存
義
務

の
明
確
化
。

■
本
人
確
認
も
認
め
る

残
業
時
間
の
確
認
と
記
録
は
会

社
側
だ
が
、
事
実
上
、
労
働
者
の

閲
覧
権
も
認
め
る
。

■
悪
質
な
不
払
い
は
司
法
処
分
を

含
め
て
厳
格
に
対
処
。

「お気軽に相談を」と
磯野美津江さん

（熱田保健所精神保健福祉
相談員・精神保健福祉士）
名古屋市の各区の保健所
には１人～２人の精神保健
福祉相談員が配属され、市
民からの相談を無料で受け
ています。相談日や時間等
が決まっていますので相談
される方は事前に電話を。

施
行
満
五
四
周
年
を
迎
え
た

日
本
国
憲
法
。
小
泉
新
首
相

は
、
「
自
衛
隊
が
憲
法
違
反
と

い
わ
れ
な
い
よ
う
な
憲
法
を
」

と
言
っ
て
憲
法
九
条
の
改
悪
を

公
然
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ

の
一
年
、
憲
法
改
悪
の
動
き
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。
目
立
っ
た

動
き
を
み
る
と
…
…
。

■
国
会
の
衆
参
両
議
院
に
「
憲

法
調
査
会
」
が
で
き
た
の
は
昨

年
一
月
。
改
憲
の
世
論
を
高
め

て
憲
法
改
正
へ
の
レ
ー
ル
を
し

く
こ
と
が
自
民
党
な
ど
の
ね
ら

い
で
し
た
。
最
初
は
与
党
議
員

を
中
心
に
、
今
の
憲
法
は
「
連

合
国
側
の
押
し
つ
け
憲
法
」
の

大
合
唱
で
し
た
。
昨
秋
に
は
石

原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
が
参
考

人
と
し
て
呼
ば
れ
、
「
憲
法
改

正
手
続
き
な
ど
面
倒
な
こ
と
を

せ
ず
に
、
議
会
で
憲
法
否
定
決

議
を
す
れ
ば
い
い
」
な
ど
と
、

憲
法
が
定
め
る
改
憲
手
続
き
さ

え
無
視
す
る
暴
言
を
は
き
ま
し

た
。

■
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ

く
る
会
」
の
動
き
も
こ
の
間
の

重
大
な
出
来
事
で
す
。
「
つ
く

る
会
」
が
申
請
し
た
中
学
の
歴

史
教
科
書
は
、
憲
法
第
九
条
敵

視
を
明
確
に
し
、
憲
法
は
自
衛

隊
活
動
の
障
害
に
な
っ
て
い
る

と
し
て
、
改
正
の
必
要
を
強

調
。
「
国
家
に
対
す
る
忠
誠
と

国
防
の
義
務
」
を
説
い
て
い
ま

す
。

■
改
憲
の
発
議
は
、
衆
参
の
そ

れ
ぞ
れ
「
総
議
員
の
三
分
の
二

以
上
の
賛
成
が
必
要
で
す
。
改

憲
を
阻
止
す
る
に
は
少
な
く
と

も
、
衆
参
ど
ち
ら
か
の
改
憲
派

議
員
を
三
分
の
二
未
満
に
す
る

こ
と
。
夏
の
参
議
院
選
は
そ
の

意
味
で
も
大
き
な
き
ス
テ
ッ
プ

に
な
り
ま
す
。

生活できる水準へ

“がんばって下さいと”激励（栄）

愛知労働局への要請

低低くくすすぎぎるる地地域域最最賃賃

愛 労 連

住所 〒４５６－０００６
名古屋市熱田区沢下町９番７号
�・� は変わりません

「
２
つ
仕
事
し
て

い
ま
す
」

愛
労
連
は
二
月
に
五
二
名
が

一
カ
月
間
取
り
組
ん
だ
最
賃
体

験
を
ま
と
め
、
四
月
一
〇
日
、

栄
で
署
名
・
宣
伝
行
動
と
愛
知

労
働
局
、
人
事
院
に
要
請
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

昼
休
み
の
宣
伝
行
動
で
は
、

着
ぐ
る
み
や
保
母
さ
ん
や
教

師
、
シ
ェ
フ
に
扮
し
た
仲
間
た

ち
が
、
市
民
に
チ
ラ
シ
や
テ
ッ

シ
ュ
ペ
イ
パ
ー
で
、
「
人
間
ら

し
く
暮
ら
し
た
い
」
「
時
間
給

一
〇
〇
〇
円
以
上
を
」
と
訴
え

ま
し
た
。

署
名
に
快
く
応
じ
た
若
者
は

「
僕
も
派
遣
社
員
で
２
つ
の
仕

事
を
掛
け
持
ち
し
て
い
ま
す
。

時
給
一
〇
〇
〇
円
以
上
な
い
と

と
て
も
生
活
は
で
き
ま
せ
ん
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

「
決
め
た
人
が

体
験
し
た
ら
」

愛
知
労
働
局
要
請
で
は
、
最

賃
体
験
者
六
名
が
体
験
を
報
告

し
ま
し
た
。

全
国
一
般
・
ヒ
ッ
ト
通
商
支

部
の
鈴
木
さ
ん
は
、
「
い
っ
た

い
、
い
つ
の
物
価
を
基
準
に
し

て
い
る
の
か
。
家
賃
、
水
光
熱

費
、
交
際
費
、
タ
コ
バ
代
を
引

い
た
ら
七
〇
〇
〇
円
し
か
残
ら

な
い
。
一
日
の
食
費
四
〇
〇

円
、
一
食
一
五
〇
円
だ
。
パ
ン

を
買
っ
た
ら
、
牛
乳
が
買
え
な

い
。
外
食
一
回
し
た
ら
三
日
は

絶
食
。
携
帯
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
何
も
で
き
な
い
。
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同

じ
。
や
る
前
か
ら
ム
リ
と
思
っ

た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
ム
リ
だ
っ

た
。
最
賃
を
決
め
て
い
る
人
に

体
験
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
。

「
本
当
に
や
っ
て
い
け
る
と
思

っ
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
」
な

ど
、
六
人
す
べ
て
が
最
賃
で
は

生
活
で
き
な
か
っ
た
体
験
を
リ

ア
ル
に
語
り
、
労
働
局
に
迫
り

ま
し
た
。

事
業
者
に

指
導
徹
底
を

東
三
河
労
連
の
尾
崎
さ
ん

は
、
新
聞
の
折
り
込
み
広
告
の

時
間
給
調
査
を
紹
介
し
な
が

ら
、
最
賃
違
反
の
事
業
者
に
確

認
し
た
ら
「
最
賃
は
知
ら
ん
。

高
校
生
だ
か
ら
、
短
時
間
だ
か

ら
い
い
ん
だ
」
と
事
業
者
が
言

っ
た
話
を
紹
介
し
な
が
ら
、
す

べ
て
の
事
業
者
に
最
賃
違
反
を

な
く
す
よ
う
労
働
局
が
「
き
ち

ん
と
指
導
す
る
よ
う
」
要
請
し

ま
し
た
。

六
月
末
ま
で
に

団
体
署
名
を

愛
労
連
は
、
最
賃
審
議
会
に

対
し
て
「
最
賃
を
時
間
一
〇
〇

〇
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
よ

う
」
意
見
書
提
出
を
は
じ
め
と

し
て
最
賃
体
験
者
が
直
接
、
審

議
委
員
に
意
見
陳
述
が
で
き
る

よ
う
要
請
中
で
す
。

ま
た
、
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
の
制
定
を
求
め
る
団
体
署
名

を
六
月
末
を
め
ど
に
取
り
組

み
、
労
基
局
交
渉
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
支
部
や
分
会
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
署
名
を
集
め
運
動
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

パフォーマンスで、「誰で
も、どこでも時給１０００円以
上を」と訴えるなかま
（４／１０ 栄にて）

第９６号

労
働
会
館
東
館
３
階
で
す
本
館

東
隣

旧
事
務
所
か
ら
北
へ
５０
Ｍ

（２）

愛
労
連
は
新
事
務
所
へ
移
転
し
ま
し
た

人
ご
と
じ
ゃ
な
い
よ

愛
労
連
が
宣
伝
と
労
働
局
へ

人
間
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
、
仕
事
が
忙
し

い
、
現
代
人
は
何
か
と
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
り
が
ち
。

私
た
ち
の
職
場
で
も
、
心

の
病
に
か
か
り
、
メ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
っ
た

り
休
職
す
る
人
が
残
念
な

が
ら
増
え
て
き
て
い
ま

す
。ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
た

ら
、
心
の
病
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い

い
か
、
熱
田
保
健
所
、
磯

野
美
津
江
さ
ん
に
聞
き
ま

し
た
。

職職
場場
はは
スス
トト
レレ

スス
のの
吹吹
溜溜
りり

最
近
、
磯
野
さ
ん
の
も

と
に
職
場
で
の
精
神
衛
生

に
つ
い
て
の
講
演
依
頼
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

能
力
主
義
の
導
入
で
職
場
の

仲
間
も
競
争
相
手
、
少
人
数
で

効
率
の
良
い
仕
事
を
要
求
さ
れ

る
な
ど
労
働
環
境
の
悪
化
。
多

様
な
人
間
と
常
時
接
触
す
る
。

昇
進
や
引
越
が
引
き
金
と
な
っ

て
昇
進
鬱
病
や
引
越
鬱
病
に
な

る
人
。
ス
ト
レ
ス
を
紛
ら
わ
す

為
に
ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ

ル
に
依
存
せ
ざ
る
え
な
い
。

い
ま
職
場
は
、
も
っ
と
も
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
り
や
す
い
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
寝
つ
か
れ
な

い
、
眠
れ
な
い
な
ど
の
不
眠
症

状
や
、
気
分
が
何
と
な
く
憂
鬱

な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
心
が

Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
発
信
し
て
い
る
の
で

す
。

労労
働働
安安
全全
のの
活活
動動

をを
職職
場場
にに

職
場
で
気
を
つ
け
た
い
一
つ

は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
医
師
の

配
置
を
す
る
、
同
僚
や
上
司
が

心
の
健
康
知
識
を
持
ち
、
相
談

に
の
る
な
ど
職
場
の
中
で
の
労

働
安
全
活
動
を
位
置
づ
け
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
本
人
は
疲
れ

た
ら
休
養
す
る
、
休
暇
を
取
る

な
ど
の
権
利
行
使
を
し
、
気
分

転
換
に
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
な
ど
し
て
、
自
分
の
身
を
守

る
こ
と
で
す
。

労
働
組
合
と
し
て
は
、
人
員

増
や
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
も

含
め
て
働
き
や
す
い
労
働
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
相
談
し
や
す
い
日
常

的
な
仲
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

婦婦
人人
協協
でで
学学
習習
会会

婦
人
協
は
磯
野
さ
ん
を
呼
ん

で
、
五
月
二
六
日
（
土
）
午
後

一
時
三
〇
分
か
ら
労
働
会
館
東

館
二
階
ホ
ー
ル
で
学
習
会
を
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

厚
生
労
働
省

が
通
達
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